
⑤ネット柵の点検・管理

ネット柵の見回り・点検作業 ネット柵の補修作業



⑥鳥獣被害対策を通じた集落の将来ビジョンの策定

集落の将来について意見交換
を行う場の増加

『集落住民共同で休耕地を活用
した野菜づくりを行いたい。』

鳥獣被害対策と野菜づくり等の
集落活動を核とした集落の将来
ビジョンを策定

ビジョン検討の様子
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⑦「すずめの学校」の設置
～技術研鑽や生産物直売による地域貢献～

野菜の栽培講習会

鳥獣被害防止技術や野菜の栽培技術を学ぶために展示ほ場
「すずめの学校」を設置

ネット柵設置の様子



「柵」とともに
「策」も成長♪

すずめの学校の全景「電落くん」設置の様子

野菜作りと鳥獣被害対策の
勉強の場として機能



ネットのや電気さくの見回り点検などの活動を、集落全体へ
活動を波及できた。

集落内のネット柵や電気柵などの維持管理が適切に行われ
るようになり、水稲被害面積が大幅に減少した。

Ｈ26年度 Ｈ30年度
鳥獣被害面積 (a) 234.9 49.3 
被害面積H26対比 (%) 100.0 21.0 
被 害 率 (%) 12.6 4.9 

(参考)北浦町被害面積 (a) 297.3 149.6 

活動の成果 ①

データ：延岡市･NOSAI宮崎北部センターより

＜水稲被害面積の推移＞



• 鳥獣害対策が集落活動の一部として定着

公民館に掲示してある鳥獣害対策の取組のあゆみ



直売所「すずめのお宿」は、集落内には野菜を販売する店舗がなかった
こともあり、地元住民にも大変重宝されている。

野菜の売上げの一部を活動費に充てることで、活動の展開を図るととも
に会員のモチベーションの維持にも繫がっている。

すずめのお宿(直売所)

活動の成果 ②

野菜づくりの様子



 「すずめの学校」での野菜周年栽培をはじめ、歌糸集落の女性農業者
を中心として鳥獣被害対策を自主的に継続

黒にんにくの製造・販売や農家レストランなど６次産業化に向けた新た
な取組を検討

今後の方向


